
令和 6 年度目標設定シート

部目標

所属

教育総務室

こども・学校サ
ポート室

学校教育課

学校給食課

社会教育課

学校給食センターの安定的な運営をはじめとする学校給食の円滑な実施を図り、成長期にある児童生徒に栄養バランスのとれた給食を提供するとともに、地場産物を
活用しながら食育の推進に取り組む。現在、私会計方式で運営している小学校給食費の公会計導入に向けた事務を進める。

昨年度に見直した生涯学習推進協力員の制度に基づき、生涯学習推進協力員による市民活動を促進する。複合型公共施設の整備に向け、今後の社会教育施設のあり方
検討結果を踏まえ、方針案をとりまとめる。また、留守家庭児童会の安定した運営に努めるとともに、さらなる子育て支援の充実に向け、施設整備及び民間委託を進
める。

教育部

京田辺市教育大綱の基本理念である「未来を拓く、京田辺のひと・まちづくり」の実現に向け、京田辺市教育振興基本計画に基づく諸施策を着実に推進する。また、
学校におけるICT利活用のさらなる推進と端末更新、教育支援センターの機能拡充などを通じて、「一人一人が輝く京田辺っ子の育成」を目指すとともに、中学校給
食運営事業のスタート、小中学校体育館等空調設備設置に向けた設計業務の着手などにより、児童生徒の学習環境の充実を図る。あわせて、学校施設包括管理業務委
託により、事務の効率化を図る。さらに、京田辺市生涯学習推進基本計画に基づく施策の実施により、「心豊かに明日を拓く学びあい」の地域づくりを推進するとと
もに、子育て支援の充実に向け、留守家庭児童会の民間委託を進める。

目標

昨年度に策定した京田辺市教育大綱、及び京田辺市教育振興基本計画に基づき、教育委員会と市長部局が連携し教育関係施策を計画的に推進する。また、京田辺市立
学校間の児童生徒数の偏在の解消に向けた対策について、学校教育審議会の中間答申を踏まえた取組を進めるとともに、同審議会で引き続き答申に向けた検討を行
う。教育委員会職員(府費負担教職員を除く)の給与・共済事務を円滑に遂行し、適正な職員配置を行う。

不登校の未然防止のため、教育支援センターのさらなる機能拡充を行う。また、児童生徒数の偏在の解消に向け、培良中学校の特色化事業を進めるほか、学校部活動
の地域移行推進協議会を設置し、部活動の地域移行に取り組む。さらに、令和7年度のパソコン更新時期に合わせ、市内３中学校のパソコンルームのあり方を検討す
る。

老朽化に対応する学校施設の整備を進めるとともに、包括管理業務委託により的確かつ効率的な維持管理・予防保全を行う。また、小中学校体育館等への空調設備設
置に向け、実施設計とあわせて設置スケジュールを調整するほか、（仮称）新しい学校づくりプランの策定作業を着実に進め、中間案をとりまとめる。さらに、１人
１台端末の計画的更新として、指導者用端末430台を更新する。



単位 目標値

留守家庭児童会開設
箇所数

箇所 10
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

学校施設長寿命化改
修工事実施校舎数

棟 1
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

教職員の教育研究会
実施回数

回 18
過去の実績と同水準である年間
18回の開催を目指す

学校管理運営事業の
予算執行率

% 95.0
現状が既に高い割合であるた
め、前年度実績を維持

小学校健康診断受診
率

％ 95.0
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

小学校・幼稚園への
派遣授業に対しての
評価

- 3.0

京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値（アンケート（評
価）を実施し、４段階中評価中
３以上を目指す）

中学校への派遣授業
に対しての評価

- 3.0

京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値（アンケート（評
価）を実施し、４段階中評価中
３以上を目指す）

「外国の人と友達に
なったり、外国のこ
とをもっと知ったり
してみたいと思いま
すか」に肯定的に回
答した児童生徒の割
合

％ 府平均

京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値（全国学力・学習状
況調査における京都府平均以上
を目指す）

所属名 事業名 事業概要 今年度の目標 指標 指標設定の考え方

社会教育課
留守家庭児童会運営
事業

放課後に保護者が就労などで家庭にいない児童の
健全な育成のため、民間活力をいかすなど留守家
庭児童会のサービス向上を推進

・留守家庭児童会の開設
・松井ケ丘留守家庭児童会の委託事業者の選考

学校教育課
学校施設長寿命化改
良事業

学校施設長寿命化計画に基づき、建物の耐久性を
高めるとともに、省エネルギー化や多様な活動が
可能な環境づくりを進め、施設の長寿命化と管理
運営の効率化を図るなど、適切なマネジメントを
推進

・田辺小学校中校舎長寿命化改修
・学校施設長寿命化計画改定に向けた検討

学校教育課 小学校健康管理事業
児童の健康を保持するための検診の実施(内科、歯
科、眼科、耳鼻科検診、心臓検診等)

・健康診断の実施
・就学時健診の実施

学校教育課 小学校運営事業
小学校教育の充実のため、適正な人員配置、教材
整備など、小学校の管理運営を実施

・小学校教育の充実を図るため、適正な人員配
置、教育環境の整備など、小学校の管理運営を行
う。

こども・学校サ
ポート室

国際理解教育事業

国際化社会に対応した教育施策の一環として、外
国人の外国語指導助手を導入することにより、生
きた外国語(英語)や外国文化・生活に触れる機会
を提供し、コミュニケーション能力の向上と国際
感覚を養成

・外国人の外国語指導助手を幼稚園・小学校・中
学校等に派遣し、コミュニケーション能力の向上
と国際感覚を養成する。



単位 目標値
所属名 事業名 事業概要 今年度の目標 指標 指標設定の考え方

「学習の中でPC・タ
ブレットなどのICT
機器を使うのは、勉
強に役立つと思いま
すか」に肯定的に回
答した児童生徒の割
合

％ 府平均

京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値（全国学力・学習状
況調査における京都府平均以上
を目指す）

情報教育研修参加教
職員数

人 110
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

教育支援センターの
開室日数

日 203
不登校児童生徒の個々に応じた
支援を行うため、可能な範囲で
開室する

教育支援センター主
催の会議及び研修回
数

回 3
小中学校教員及び教育支援セン
ター支援員を対象とした、不登
校に係る会議及び研修を行う

小学校就学援助費支
給率

% 100.0
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

学校運営協議会開催
回数

回 3
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

ふるさと体験学習開
催回数

回 2
過去の実績に照らし、同水準で
ある年2回開催を維持する

通学安全推進会議の
開催

回 2
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

安全対策実施率
【プログラム進捗
率】

% 90.0
過去３年間の傾向から、安全対
策実施率を目標にして実施

こども・学校サ
ポート室

情報教育推進事業

学校のＩＣＴ環境を整備し活用を進め、より効果
的な授業を実現し、こどもたちが情報社会に主体
的に対応できる「情報活用能力」や「情報モラ
ル」、「デジタル・シティズンシップ」などを育
成。また、増加し複雑化する小・中学校の校務の
情報化を推進

・タブレット端末の効果的な活用を通じた児童生
徒の学びの充実に向け、教員の指導力向上を図る
とともに児童生徒の情報モラル及びデジタル・シ
ティズンシップ教育を推進する。

学校教育課 小学校就学支援事業
経済的理由により就学困難と認められる児童の保
護者に就学援助事業(学用品費、修学旅行費、学校
給食費、医療費等の支給)を実施

・就学困難な児童に対し、学用品費、修学旅行
費、学校給食費、医療費等を支給

こども・学校サ
ポート室

教育支援センター充
実事業

教育支援センターでの支援・相談機能の強化や学
びの機会の充実による不登校児童生徒やその保護
者、学校へのサポート

・教育支援センターの運営
・教育相談事業の充実
・教育支援センターの機能拡充（特別支援教育の
観点からの未然防止の取組、宅訪による支援）

学校教育課 通学安全対策事業

地域と学校、行政が協力し、児童生徒が安全に安
心して通学できるように、通学路の通学方法や危
険箇所の把握と改善対策を実施、児童生徒に対す
る安全対策などを推進

・児童・生徒が安全に安心して通学できるよう
に、通学路安全推進会議を開催し、通学方法や危
険箇所の把握と改善対策を行う。

学校教育課
コミュニティ・ス
クール推進事業

普賢寺小学校で小規模特認校制度による市内全域
からの入学を受け入れ、学校運営協議会により、
保護者及び地域住民の学校運営への参画を進め、
児童生徒を健全育成

・学校運営協議会の開催
・小学校での普賢寺地域における体験学習の実施



単位 目標値
所属名 事業名 事業概要 今年度の目標 指標 指標設定の考え方

まるごときょうとの
日実施回数

回 2
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

お茶給食実施回数 回 10
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

地域・学校パート
ナーシップ事業開催
回数

回 27
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

放課後子ども教室事
業開催校区数

校区 9
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

地域子育てセミナー
開催回数

回 9
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

子育て理解講座開催
回数

回 3
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

地域子育て井戸端会
議開催回数

回 6
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

人材バンク派遣数 件 30
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

京たなべ・同志社
ヒューマンカレッジ
開催回数

回 5
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

中央公民館講座開催
回数

回 150
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

補助金交付団体数 団体 7
過去の実績と同水準である年間
7団体の補助を目指す

社会教育課 青少年健全育成事業
地域・学校パートナーシップ事業、放課後子ども
教室事業、二十歳のつどい等の実施

・地域学校パートナーシップ事業の実施
・放課後子どもプランの実施
・二十歳のつどいの実施

学校給食課 学校給食運営事業
安全・安心で快適な食育環境の確保を図り、児童
生徒が安心できる地元産農産物を利用した学校給
食を提供

・小・中学校での完全給食
・学校給食において使用する農林水産物（牛乳を
除く）を全て京都府産とする「まるごときょうと
の日」の実施(年２回)
・お茶を使った給食献立(年10回)

社会教育課
生涯学習推進・支援
事業

生涯学習社会の実現を目指し、生涯学習推進基本
計画に基づき人材バンクの派遣登録、京たなべ・
同志社ヒューマンカレッジの実施など、学習環境
やこどもの居場所づくり等の活動機会の充実及び
心豊かな社会をつくる自発的な学習活動を推進

・子どもの居場所づくり事業の実施
・人材バンクの派遣登録
・京たなべ・同志社ヒューマンカレッジの実施

社会教育課 家庭教育推進事業
地域子育てセミナー、子育て理解講座、地域子育
て井戸端会議を実施

・地域子育てセミナーの実施
・子育て理解講座の実施
・地域子育て井戸端会議の実施

社会教育課
社会教育関係団体等
支援事業

地域活動の活性化を図る上で重要な役割を果たし
ている社会教育関係団体について、団体の自主性
を尊重しつつ、主体的な活動ができるよう育成と
支援を実施

・社会教育関係団体に対する補助金の交付

社会教育課
中央公民館の講座等
開設事業

市民ニーズに即した講座や教室の開設及びサーク
ル活動の活性化の担い手となる人材育成のための
講座を開設

・各種講座・教室の開催



単位 目標値
所属名 事業名 事業概要 今年度の目標 指標 指標設定の考え方

図書貸出冊数 冊 790,000
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

講座開催回数 回 60
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

移動図書館（かんな
び号）の運営

箇所 33
R5年度の実績に基づき、３3
箇所以上を維持する

分館公民館負担金支
給率

％ 100.0
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

教職員の教育研究会
実施回数

回 6
過去の実績と同水準である年間
６回の開催を目指す

学校管理運営事業の
予算執行率

% 95.0
現状が既に高い割合であるた
め、前年度実績を維持

全国学力・学習状況
調査における平均正
答率の割合

％ 府平均

京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値（全国学力・学習状
況調査における京都府平均以上
を目指す）

「授業の内容はよく
わかりますか」に肯
定的に回答した児童
生徒の割合

％ 府平均

京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値（全国学力・学習状
況調査における京都府平均以上
を目指す）

社会教育課
分館公民館維持管理
事業

分館公民館の新築、改築などを行う場合に費用の
一部を負担。市民にとって安全・快適な環境づく
り及び地域活動拠点を充実

・分館公民館新築・改修等負担金の交付

社会教育課 図書館管理運営事業

中央図書館、分室及び移動図書館の運営を行い、
図書館資料を収集、整理、保存して市民の利用に
供し、その教養、調査研究、レクリエーションな
どに資する事業を実施

・施設の管理運営
・資料の収集、貸出
・図書館講座の開催

こども・学校サ
ポート室

確かな学力充実事業

「全国学力・学習状況調査」等の分析・活用によ
り、個々の学習状況を的確に把握し、主体的・対
話的で深い学びの実現に向けた授業の実践や探究
的な学習の充実を進め、確かな学力の充実・向上
を推進

・学習指導要領の確実な実施
・主体的・対話的で深い学びの実現に向けた授業
改善
・一人一人に応じたきめ細やかな指導ができる体
制の充実
・個別最適な学びと協働的な学びの一体的な充実

学校教育課 中学校運営事業
中学校教育の充実のため、適正な人員配置、教材
整備など、中学校の管理運営を実施

・中学校教育の充実を図るため、適正な人員配
置、教育環境の整備など、中学校の管理運営を行
う。



単位 目標値
所属名 事業名 事業概要 今年度の目標 指標 指標設定の考え方

「自分には良いとこ
ろがあると思います
か」に肯定的に回答
した児童生徒の割合

％ 府平均

京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値（全国学力・学習状
況調査における京都府平均以上
を目指す）

「人が困っていると
きは、進んで助ける
ますか」に肯定的に
回答した児童生徒の
割合

％ 府平均

京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値（全国学力・学習状
況調査における京都府平均以上
を目指す）

「地域や社会をよく
するために何かして
みたいと思います
か」に肯定的に回答
した児童生徒の割合

％ 府平均

京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値（全国学力・学習状
況調査における京都府平均以上
を目指す）

体力合計点（8種目
の体力テスト成績を
1点から10点に得点
化して総和した体力
テストの合計得点）
の平均値

点 府平均

京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値（全国体力・運動能
力、運動週間等調査における京
都府平均以上を目指す）

「運動やスポーツを
することは好きです
か」に肯定的に回答
した児童生徒の割合

％ 府平均

京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値（全国体力・運動能
力、運動週間等調査における京
都府平均以上を目指す）

培良中学校への通学
区域外からの入学生
生徒数

人 30
過去の実績(R5:23人)に照ら
し、同水準以上を目指す

実施計画の策定進捗
率

％ 100.0 実施計画策定の進捗率

こども・学校サ
ポート室

体力・運動能力向上
事業

幅広い運動を経験させるとともに、体育の授業や
体育的行事の工夫に努めることにより、基礎的な
体力、運動能力の向上を推進

・幅広い運動を経験させるとともに、体力テスト
の結果をもとに、自己の体力について理解させ、
学校生活全般において、基礎的な体力、運動能力
の向上に努める。

こども・学校サ
ポート室

道徳教育の推進事業

豊かな心の育成のため、内面に根ざした道徳性の
育成を図るとともに、問題解決的な学習や体験的
な学習を取り入れるなど、児童生徒が主体的に考
え議論する教育を推進

・道徳教育の指導体制及び指導内容の工夫と充実
・内面に根ざした道徳性の育成
・主体的に考え議論する指導方法の工夫改善

学校教育課
学校施設空調設備整
備事業

市立小・中学校の体育館などへの空調設備整備に
より児童生徒の熱中症対策などを推進

・小中学校体育館等空調実施計画の策定

教育総務室
児童生徒数偏在解消
事業

培良中学校の特色化などにより学校間の児童生徒
数の偏在による課題を改善、質の高い教育を実現

・学校間の生徒数の偏在を改善するために、培良
中学校の特色化事業（職場体験学習の充実・部活
動の充実・専任ＡＬＴの配置・英検事業の実施
等）を進める。
・学校教育審議会の答申を踏まえ、課題改善に向
けた方針を策定する。



単位 目標値
所属名 事業名 事業概要 今年度の目標 指標 指標設定の考え方

（仮称）京田辺市新
しい学校づくりプラ
ンの策定進捗率

％ 50.0 プラン策定の進捗率

中学校健康診断受診
率

％ 95.0
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

中学校就学援助費支
給率

％ 100.0
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

ハートフルフェスタ
の参加人数

回 80
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

人権に関する作品展
出品数

点 400
京田辺市教育振興基本計画に定
める目標値

学校教育課 中学校健康管理事業 ・健康診断の実施

教育総務室
「(仮称)京田辺市新
しい学校づくりプラ
ン」策定事業

・(仮称)京田辺市新しい学校づくりプランの中間
案をとりまとめる。

学校規模・学校配置の適正化、多様な学びに対応
できる学習環境、学校附属施設のあり方に関する
基本的な方針を示し、時代の変化に対応した学校
環境を整備

生徒の健康を保持するための検診の実施(内科、歯
科、眼科、耳鼻科検診、心臓検診等)

社会教育課 人権教育推進事業
・ハートフルフェスタの開催
・人権に関する作品展の開催

学校教育課 中学校就学支援事業
・就学困難な生徒に対し、学用品費、修学旅行
費、学校給食費、医療費等を支給する。

経済的理由により就学困難と認められる生徒の保
護者に就学援助事業(学用品費、修学旅行費、学校
給食費、医療費等の支給)を実施

人権に関する学習活動、人権に関する講演会であ
るハートフルフェスタの開催、各幼稚園の園児、
小・中学校の児童生徒が作成した人権に関する作
品展の開催


